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千
の
顔
を
も
っ
た
女
神
?!

エ
チ
オ
ピ
ア
と
い
う
と
、
な
に
が

思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
マ
ラ
ソ
ン
選

手
？
　
美
味
い
コ
ー
ヒ
ー
？
　
シ
バ

の
女
王
の
伝
説
？
　
は
た
ま
た
下
唇

に
陶
器
の
皿
を
は
め
こ
む
特
異
な
風

習
？
　
あ
る
い
は
、
世
界
遺
産
に
も

な
っ
て
い
る
、
岩
を
ほ
り
ぬ
い
た
壮

麗
な
教
会
群
だ
ろ
う
か
。

エ
チ
オ
ピ
ア
を
何
度
か
訪
れ
、
こ

の
不
思
議
な
国
に
つ
い
て
知
る
に
つ

け
、
ぼ
く
に
は
こ
の
国
が
ま
る
で
千

の
顔
を
も
っ
た
女
神
の
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

こ
の
国
に
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、

奥
深
い
、
魅
力
的
な
顔
が
あ
る
。
人

類
発
祥
の
ル
ー
ツ
の
地
と
し
て
の
顔
、

イ
ン
ド
や
中
国
と
も
交
流
の
あ
っ
た

古
代
ア
ク
ス
ム
帝
国
の
顔
、
ス
ピ
ル

バ
ー
グ
監
督
の
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
『
レ
イ
ダ
ー
ス
　
失
わ
れ
た
ア

ー
ク
』
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
「
失

わ
れ
た
ア
ー
ク
」
を
め
ぐ
る
驚
く
べ

き
伝
説
の
生
き
る
国
と
し
て
の
顔
、

神
秘
的
な
キ
リ
ス
ト
教
国
と
し
て
の

顔
、
多
様
な
民
族
と
特
異
な
文
化
の

る
つ
ぼ
と
し
て
の
顔
、
青
ナ
イ
ル
川

の
水
源
と
し
て
多
く
の
探
険
家
の
憧

れ
を
誘
っ
た
顔
。

古
代
と
現
代
が
共
存
す
る
国

な
に
よ
り
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
国
で
は
数
千
年
前
の
過
去
の
伝
統

や
文
化
が
、
現
代
と
い
う
時
代
の
中

に
、
今
な
お
生
き
続
け
て
い
る
こ
と

だ
。
た
と
え
ば
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と
も

深
い
交
流
の
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
に
は

多
く
の
壮
麗
な
遺
跡
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
過
去
の
遺
産
で
あ

り
、
現
代
の
文
化
と
は
直
接
関
係
が

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
は

違
う
。
教
会
に
行
け
ば
、
そ
こ
に
ぼ

く
た
ち
は
、
三
〇
〇
〇
年
前
の
エ
ジ

プ
ト
の
壁
画
に
描
か
れ
て
い
る
の
と

同
じ
儀
式
が
、
目
の
前
で
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
て
い
る
の
を
目
の
あ
た
り
に

す
る
し
、
ナ
イ
ル
水
源
の
村
に
行
け

ば
、
や
は
り
壁
画
に
描
か
れ
て
い
る

の
と
そ
っ
く
り
な
パ
ピ
ル
ス
の
舟
が

い
ま
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
国
を
旅
し
て
い
る
と
、
古
代

と
現
代
と
い
う
時
間
的
断
絶
が
な
く

な
り
、
自
分
が
時
を
超
え
た
不
思
議

な
時
間
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
よ
う

な
錯
覚
に
陥
る
の
だ
。
遺
跡
を
前
に

過
去
を
偲
ぶ
の
で
は
な
く
、
過
去
の

時
間
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
投
げ
込
ま

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
不

思
議
な
体
験
の
で
き
る
国
は
、
め
っ

た
に
な
い
。

日
本
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
接
点

神
秘
的
な
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
に
あ
ふ

れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
だ
が
、
一
方
で
そ

の
繊
細
で
穏
や
か
な
人
び
と
の
雰
囲
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2004年10月8日～11月12日（6コース）
毎週金曜日／成田空港・関西空港・福岡空港発

旅行費用：94,000～159,000円
①午後、日本各空港発5夕刻、北京着
②北京市内見学＝午前、故宮（紫禁城）
午後、盧溝橋、抗日記念館、香山公園、
北京泊③終日、自由行動（希望者は天津
へ1日小旅行、または家庭訪問と餃子づ
くり体験：別途費用） 夜、京劇観劇、
北京泊④午前、万里の長城見学　午後、
王府井界隈の散策　夕刻、北京ダックま
たは特別料理、北京泊⑤朝、北京発5

午後、日本各空港着

2004年10月7日～2005年6月30日（37コース）
毎週木曜日／成田空港・関西空港・福岡空港発（年末年始、5月連休を除く）

旅行費用：95,000～158,000円
①午前、日本各空港発5夕刻、ホーチミン
市着②午前、「鉄の三角地帯」クチ見学　午
後、ホーチミン市内見学＝統一会堂、戦争証
跡博物館③6朝、メコン河口のカンザーへ
午後、枯葉剤の被害を克服し、再生したマン
グローブ林を船で周遊、カンザー泊④午前、
カンザーのリゾートホテルで自由行動6午
後、ホーチミン市着　民族歌舞を見ながら夕
食⑤終日、自由行動　夜、ホーチミン市発
5機中泊⑥5朝、日本各空港着

2004年10月 7日～10月11日 127,000円
2004年10月28日～11月 1日
2004年11月18日～11月22日 138,000円
2005年1月 13日～ 1月17日
2004年12月23日～12月27日
2005年 1月 6日～ 1月10日　

募集人員：20名（最低催行人員15名）
全コース：添乗員同行、成田空港発

①午前、成田空港発5午後ハノイ6夕刻、
ハロン湾着②午前、水墨画のような景観のハ
ロン湾クルーズ、昼食は船上で海鮮料理　午
後、自由行動　ハロン泊③朝ハロン発6陶器の村バチャンでお買
い物6ハノイ着　午後、自由行動　夕刻、水上人形劇鑑賞、ハノ
イ泊④午前、ハノイ市内見学＝バディン広場、ホーチミン廟、文廟
午後、自由行動　夜、ハノイ発5機中泊⑤5朝、成田空港着

159,000円
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こ
と
し
六
月
、
マ
イ
ア
ミ
か
ら

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
向
か
う
船
旅
の
途

上
、
キ
ュ
ー
バ
島
東
部
の
マ
エ
ス

ト
ラ
山
脈
が
カ
リ
ブ
海
上
に
浮
か

び
上
が
る
の
を
見
て
感
激
し
た
。

こ
の
山
脈
こ
そ
、
ほ
ぼ
半
世
紀
前

に
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
や
エ
ル

ネ
ス
ト
・
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
の
ゲ
リ

ラ
部
隊
が
陣
地
を
構
え
、
時
の
バ

テ
ィ
ス
タ
親
米
独
裁
政
権
に
革
命

戦
争
を
仕
掛
け
た
〈
革
命
の
山
脈
〉

な
の
だ
。

私
た
ち
の
キ
ュ
ー
バ
旅
行
で
は
、

ま
だ
さ
ほ
ど
多
く
の
旅
行
者
が
訪

れ
て
い
な
い
マ
エ
ス
ト
ラ
山
脈
の

頂
上
に
近
い
第
一
戦
線
司
令
部
跡

を
訪
ね
る
。
後
に
革
命
軍
と
命
名

さ
れ
る
反
乱
軍
の
最
高
司
令
官
カ

ス
ト
ロ
が
指
揮
を
執
っ
た
場
所
で
、

最
重
要
の
革
命
史
跡
で
あ
る
。
山

脈
の
麓
か
ら
第
二
の
都
市
サ
ン
テ

ィ
ア
ゴ
（
デ
・
ク
ー
バ
）
に
向
か

う
途
中
に
、
フ
ア
ン
・
ア
ル
メ
イ

ダ
司
令
官
が
指
揮
し
た
第
三
戦
線

司
令
部
跡
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
行

く
。
ち
な
み
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
郊

外
に
は
、
カ
ス
ト
ロ
の
実
弟
ラ
ウ

ル
・
カ
ス
ト
ロ
司
令
官
が
指
揮
し

た
第
二
戦
線
司
令
部
跡
も
あ
る
。

こ
の
東
部
一
帯
は
、
十
九
世
紀

後
半
の
キ
ュ
ー
バ
独
立
戦
争
の
戦

場
で
あ
り
、
カ
ル
ロ
ス
マ
ヌ
エ

ル
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
が
一
八
六

八
年
に
蜂
起
し
た
バ
ヤ
モ
も
訪
れ

る
。
キ
ュ
ー
バ
国
歌
は
、
バ
ヤ
モ

の
戦
い
を
歌
っ
て
い
る
。
サ
ン
テ

ィ
ア
ゴ
で
は
、
独
立
戦
争
で
死
ん

だ
キ
ュ
ー
バ
史
上
最
大
の
賢
人
と

さ
れ
る
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
の
墓
、

カ
ス
ト
ロ
ら
が
一
九
五
三
年
に
襲

撃
し
革
命
の
原
点
と
な
っ
た
モ
ン

カ
ダ
陸
軍
兵
営
跡
な
ど
も
視
察
す

る
。
近
隣
の
オ
ル
ギ
ン
州
ビ
ラ
ン

の
カ
ス
ト
ロ
兄
弟
の
生
家
も
訪
問

す
る
。
三
泊
四
日
を
か
け
た
東
部

巡
回
で
、
私
た
ち
の
旅
行
は
佳
境

に
入
る
。

東
部
に
行
く
前
に
二
泊
す
る
首

都
ハ
バ
ナ
で
は
革
命
広
場
、
ホ

セ
・
マ
ル
テ
ィ
記
念
館
を
見
学
し
、

カ
ス
ト
ロ
ら
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
キ

ュ
ー
バ
に
進
攻
す
る
際
に
用
い
た

ヨ
ッ
ト
「
グ
ラ
ン
マ
」
も
見
る
。

ハ
バ
ナ
郊
外
に
あ
る
文
豪
ア
ー
ネ

ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
邸
宅

跡
（
博
物
館
）
や
、
名
作
『
老
人

と
海
』
の
舞
台
と
な
っ
た
コ
ヒ
ー

マ
ル
海
岸
に
も
行
く
。
こ
の
よ
う

に
「
通
常
の
観
光
」
も
楽
し
め
る
。

美
し
い
街
ト
ゥ
リ
ニ
ダ
ー
に
一
泊

し
て
散
策
を
楽
し
み
、
葉
巻
工
場

を
見
学
し
、
砂
糖
キ
ビ
畑
を
眺
望

す
る
。
翌
日
、
や
は
り
美
し
い
カ

マ
グ
エ
イ
に
移
動
し
、
こ
こ
か
ら

一
気
に
東
部
に
向
か
う
。
最
後
の

夜
は
再
び
ハ
バ
ナ
で
過
ご
す
。
自

由
時
間
が
設
け
て
あ
り
、
市
内
の

希
望
の
場
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
。キ

ュ
ー
バ
革
命
は
来
年
元
日
に

四
六
周
年
を
迎
え
る
。
だ
が
七
八

歳
の
カ
ス
ト
ロ
の
健
康
不
安
、
経

済
困
難
、
米
国
に
よ
る
国
際
経

済
・
金
融
界
か
ら
の
キ
ュ
ー
バ
締

め
出
し
工
作
、
米
国
と
呼
応
す
る

国
内
反
革
命
派
の
動
き
な
ど
が
あ

っ
て
体
制
運
営
は
決
し
て
楽
で
は

な
い
。
し
か
し
体
制
は
依
然
揺
る

が
ず
、
そ
れ
は
カ
ス
ト
ロ
の
カ
リ

ス
マ
に
満
ち
た
政
治
力
と
、
強
力

な
権
力
機
構
の
存
在
と
、
革
命
支

持
派
が
多
数
派
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
。十

一
月
半
ば
の
私
た
ち
の
旅
は
、

カ
ス
ト
ロ
体
制
が
実
権
を
十
分
に

も
っ
て
い
る
社
会
主
義
キ
ュ
ー
バ

を
体
験
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

体
制
が
堅
固
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

革
命
の
史
跡
を
た
ど
る
意
義
も
あ

る
。
参
加
者
は
、「
も
の
の
見
方
・

考
え
方
」
を
新
た
に
し
て
、
日
本

に
帰
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

2005年2月7日（月）～16日（水）旅行代金：近日発表
メキシコ市②→オアハカ③→チアパス②→メキシコ市①→機中泊
◇2年前の訪問以来、メキシコの民主勢力から再訪への熱いメッセ
ージ。アメリカの圧力とたたかい、民主化をすすめる者同士だか
らこそ生まれる連帯と交流への熱い思い。
◇オアハカ州、チアパス州は、先住民文化が色濃く残り、マヤの遺
跡やコロニアル都市など世界遺産も多数。メキシコ一美味しいと
も言われるオアハカ州の料理も楽しみ。

2005年3月25日（金）～4月3日（日）旅行代金：近日発表
機中泊①→ナイロビ②→郊外のケニア人宅②→大自然の中のキャン
プ①→ナイバシャ湖①→マサイマラ②→機中泊①
◇大自然の中、人類が生まれた大地で、目の当たりにするゾウやキ
リン、ライオン、シマウマなど数多くの動物、生命の営み。そん
な感動を親子、孫で共有する喜び。最高の春休みプレゼント。
◇歩いて体験するサファリ、湖畔でのキャンプ、ケニア人宅でのホ
ームステイ。富士国際ならではの好評の企画。
◇故小倉さん指名のガイド同行で、安心、安全、快適の旅。

2005年1月21日（金）～29日（土）
2005年3月18日（金）～26日（土）
旅行代金は9月下旬発表
乗継空港①→ハバナ②→サンチャゴ①→バラデロ②→乗継空港①→
機中泊①
◇キューバ革命発祥の地サンチャゴデクーバを訪れ、モンカダ兵営
博物館やモロ要塞などを見学し、革命の歴史を見聞します。
◇バロック様式の建物が建ち並ぶ、魅力あふれる世界遺産のハバナ
旧市街をゆったり散策
◇高級リゾート地バラ
デロに2連泊、美し
い白砂のビーチでゆ
ったりとしたカリブ
海の休日をおたのし
みいただけます。
◇話題のラテン音楽＆
ダンスを有名キャバ
レー「トロピカーナ」
で楽しむチャンス。

2004年11月10日（水）～20日（土）398,000円
乗継空港①→ハバナ②→トリニダー①→サント・ドミンゴ①→サン
チャゴ②→ハバナ①→乗継空港①→機中泊①
◇「幸せの原風景」を感じさせる国づくり。その原点、キューバ革
命の足跡をじっくりと。独立戦争の英雄で、キューバ史上最大の
人物とされるホセ・マルティの生家、カストロ議長の生家や革命
を指揮したシエラ・マエストロ山脈の司令部跡、モンカダ兵営‥‥。
一般の観光旅行では訪れることのない場所にも多く案内。
◇「カリブ海の真珠」と呼ばれるキューバ。ハバナの旧市街、石畳
の美しい古都トリニダーやカマグエイ、そしてサンチャゴ・デ・
クーバ。キューバの
魅力をたっぷりと。
◇伊高浩昭さん同行。
記者ならではの豊富
な知識と体験に裏付
けられたキューバ事
情、人々の暮らしの
様子をお話しいただ
きます。

◆日本キューバ友好協会◆

スペイン語教室 第27期

開講のお知らせ

開講日程（各クラス全12回）
・2005年1月（月曜日17日・火曜日11日・木曜日13日）から
毎週開講（祝日は原則休講）
・各クラスとも19:00～20:30（90分）

スペイン語会話・入門　木曜日　ヘラルド先生　＊会話を始めよう
開講日：1/13、20、27、2/3、10、17、24、3/3、10、17、24、31

スペイン語会話・初級　月曜日　ペドロ先生　＊もう少し話すようになろう
開講日：1/17、24、31、2/7、14、21、28、3/7、14、28、4/4、11

スペイン語・読み書き　火曜日　新藤先生　＊新聞・雑誌を読んでみよう
開講日：1/11、18、25、2/1、8、15、22、3/1、8、15、22、29

＊各クラスとも、申込〆切日（12月10日）の段階で定員に満たない場合は開講されません。

会場・会費
会場：日本キューバ友好協会事務所　労音お茶の水センター３階
（〒113-0034 東京都文京区湯島2-7-8）
JRお茶の水駅、地下鉄お茶の水駅など

会費：￥15,000（12回分。会場運営費含む。テキスト代は別途）
各クラス第一回開講時にテキスト代（￥2,000ぐらい）を添えて
お支払いいただきます。

申込先・申込方法
申込先：日本キューバ友好協会〈スペイン語教室事務局〉

〒113-0034 東京都文京区湯島2-7-8 労音お茶の水センター３階
TEL/FAX：03-5689-5403
メールアドレス：Japan-Cuba@nifty.com（担当：田端）

申込方法：上記メールアドレスかファックスで希望クラスを連絡の上、
お申込みください。

申込〆切：12月10日（金）必着

講　師　紹　介
ペドロ・アントニオ・バジェ・モレリオ
1956年4月キューバ、ハバナ生まれ。サックス、フルート奏者。数々のバンドで活躍
後、ユムリ・イ・スス・エルマノスを結成。プロデューサーとしても活躍する。97
年に日本人の夫人と結婚し、翌年から活動の場を日本に移す。現在はリーダーバン
ド”AFRO CUBANOS”、”トロピカンテ”などで活動中。

ヘラルド・アルベルト・ベカ・セケイラ
1966年3月キューバ、ハバナ生まれ。エンジニア。クバーナ航空のエンジニアとして
働いた後、97年に来日。日本人の夫人と結婚し、現在は日本オート・フォートに勤
務するかたわら、自宅でスペイン語とサルサを教えている。ドミニカ共和国大使館
主催のダンスコンテストで３位入賞の腕前。

新藤通弘
1944年生まれ。1966年中央大学文学部卒。以後30年間にわたりスペイン・中南米諸
国との貿易業務に従事。スペイン、中南米主要国をほとんど訪問。かたわら、キュ
ーバ、ラテンアメリカ現代史を研究。主な著書に『現代キューバ経済史』（大村書店、
2003年）、他論文多数。現在、アジア・アフリカ研究所幹事、明治大学非常勤講師。

伊
高
浩
昭
氏
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
三
年
東
京
生
ま
れ
。
元
共
同
通

信
編
集
委
員
。
六
七
年
か
ら
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
全
域
を
は
じ
め
約
六
〇
カ
国
・

地
域
を
取
材
。
著
書
は
『
青
春
の
メ
キ

シ
コ
』、『C

u
b
a

―
砂
糖
キ
ビ
の
カ
ー

テ
ン
』、『
メ
ヒ
コ
の
芸
術
家
た
ち
』、

『
キ
ュ
ー
バ
変
貌
』、『
コ
ロ
ン
ビ
ア
内

戦
』、『
ボ
ス
ニ
ア
か
ら
ス
ペ
イ
ン
へ
ー

戦
の
傷
跡
を
た
ど
る
』
な
ど
多
数
。
訳

書
に
『
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
革
命
―
ウ
ー
ゴ
・

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
戦
い
』。

伊
高

い
だ
か

浩
昭

ひ
ろ
あ
き

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

社
会
主
義
キ
ュ
ー
バ
の
現
状
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会

革
命
体
制
が
い
き
て
い
る
か
ら
革
命
史
跡
を
訪
れ
る
意
義
も
あ
る

ハバナ旧市街
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六
〇
〜
八
〇
年
代
の
韓
国
の
民

主
化
運
動
は
、
学
生
を
中
心
に
活

発
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
が
国
民
基
礎
生
活
保
障

法
（
以
後
、
基
礎
生
活
法
）
を
つ

く
る
運
動
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
で
の
通
貨
危
機
（
一
九
九

七
年
）
を
経
験
し
た
国
々
は
だ
い

た
い
福
祉
が
削
減
さ
れ
て
い
る
中

で
、
逆
に
韓
国
で
は
福
祉
の
予
算

や
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
期
の
民
主
化
運
動
は
学
生
だ

け
で
な
く
、
女
性
団
体
な
ど
地
方

も
含
め
る
と
二
〇
〇
く
ら
い
の
団

体
が
、
基
礎
生
活
法
を
作
る
た
め

の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

金
大
中
政
権
も
進
め
る
原
動
力
の

一
因
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
生
活
保
護
法
は
、
日
本

を
真
似
た
も
の
で
、
勤
労
能
力
の

な
い
人
た
ち
を
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
基
礎
生
活
法
の
重
要
な

こ
と
は
、
最
低
生
計
費
を
国
が
補

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま

た
権
利
が
あ
る
こ
と
を
決
め
た
こ

と
に
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、

勤
労
能
力
の
あ

る
失
業
者
に
も

補
償
す
る
こ
と

で
す
。

当
時
の
金

政
権
は
生
産
的

福
祉
（
①
福
祉

は
慈
悲
で
は
な

く
人
権
　
②

福
祉
受
給
者
た

ち
の
自
活
意
思

を
重
ん
じ
る

③
国
家
は
福
祉

を
通
し
て
経
済

成
長
で
き
る
）

を
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
か
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
基
礎
生
活
法
制
定

に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。

一
方
の
労
働
政
策
で
は
新
自
由

主
義
に
基
づ
い
て
、
構
造
改
革
を

進
め
た
結
果
、
基
礎
生
活
法
の
中

心
で
あ
る
自
活
活
動
は
、
福
祉
を

担
当
す
る
公
務
員
の
数
が
減
ら
さ

れ
て
お
り
、
日
本
同
様
に
市
民
団

体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
ノ
ム
ヒ
ョ
ン
政
権
で
も

引
き
続
き
福
祉
制
度
の
改
善
の
意

思
が
み
ら
れ
、
今
後
の
動
向
に
注

目
し
て
い
ま
す
。

気
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
と
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
各
地
で
お

目
に
か
か
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ヒ

ー
・
セ
レ
モ
ニ
ー
。
お
そ
ら
く
世
界

で
い
ち
ば
ん
美
味
な
エ
チ
オ
ピ
ア
の

コ
ー
ヒ
ー
だ
が
、
そ
の
味
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
注
目
す
べ
き
は
コ
ー
ヒ

ー
豆
を
平
た
い
フ
ラ
イ
パ
ン
で
煎
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
「
コ
ー
ヒ
ー
道
」

と
も
い
う
べ
き
独
特
の
作
法
で
あ

る
。
客
人
を
も
て
な
す
作
法
と
し
て

発
展
し
た
コ
ー
ヒ
ー
・
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、
ど
こ
と
な
く
日
本
の
「
茶
の

湯
」
と
相
通
じ
る
精
神
が
感
じ
ら

れ
る
。

日
本
人
に
対
し
て
も
た
い
へ
ん
親

日
的
だ
。
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
三
〇
〇

〇
年
以
上
つ
づ
い
た
古
い
皇
室
の
伝

統
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九

三
〇
年
代
に
は
日
本
の
皇
室
と
エ
チ

オ
ピ
ア
王
家
と
の
婚
姻
の
約
束
が
も

た
れ
た
と
い
う
歴
史
的
な
因
縁
も
あ

る
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
「
日
本
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
」
と

い
わ
れ
た
画
家
・
故
水
野
富
美
夫

は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
女
性
の
美
し
さ

に
心
底
魅
了
さ
れ
、
こ
の
国
に
三
〇

年
以
上
住
み
続
け
、
ひ
た
す
ら
彼
女

た
ち
を
描
き
つ
づ
け
た
。
そ
の
作
品

を
通
じ
て
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と
日
本
は

深
い
縁
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。さ

ら
に
余
談
だ
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア

と
日
本
と
の
奇
妙
な
感
性
の
類
似
を

思
わ
せ
る
も
の
に
音
楽
が
あ
る
。
不

思
議
な
こ
と
に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
伝
統

音
楽
の
中
に
は
、
日
本
の
演
歌
と
そ

っ
く
り
な
も
の
が
多
々
あ
る
の
だ
。

実
際
、
都
は
る
み
や
石
川
さ
ゆ
り
の

歌
を
エ
チ
オ
ピ
ア
の
人
た
ち
に
聞
い

て
も
ら
う
と
、「
こ
れ
は
エ
チ
オ
ピ

ア
の
音
楽
そ
の
も
の
だ
」
と
驚
か
れ

る
の
だ
。

不
思
議
な
郷
愁
を
お
ぼ
え
る
旅

遠
い
よ
う
で
近
く
、
近
い
よ
う
で

遠
い
神
秘
の
国
エ
チ
オ
ピ
ア
。
い
く

ら
紙
面
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
国
の
魅

力
を
語
り
尽
く
す
こ
と
な
ど
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
人
類
が
初
め
て
立
ち

上
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
大
地
に
身
を

置
き
、
世
界
一
の
大
河
ナ
イ
ル
の
水

源
に
立
ち
、
い
ま
な
お
謎
に
満
ち
た

世
界
遺
産
で
あ
る
ラ
リ
ベ
ラ
の
地
下

教
会
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
を
味

わ
い
、
そ
の
最
高
に
美
味
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
味
わ
い
、
日
本
人
に
近
い
感

性
を
持
っ
た
穏
や
か
で
静
か
で
繊
細

な
エ
チ
オ
ピ
ア
の
人
び
と
に
、
ぜ
ひ

ふ
れ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
は
き
っ
と
人

類
の
ル
ー
ツ
に
立
ち
返
る
思
い
と
と

も
に
、
ど
こ
か
不
思
議
な
郷
愁
を
お

ぼ
え
る
、
か
け
が
え
の
な
い
旅
の
経

験
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
１
面
よ
り
）

田
中
真
知
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

作
家
・
翻
訳
家
。
八
年
に
わ
た
り
エ
ジ

プ
ト
・
カ
イ
ロ
に
在
住
。
著
書
に
『
ア

フ
リ
カ
旅
物
語
』（
凱
風
社
）、『
あ
る
夜
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
』（
旅
行
人
）、
訳
書
に

エ
チ
オ
ピ
ア
の
失
わ
れ
た
ア
ー
ク
の
伝

説
を
探
求
し
た
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
コ
ッ

ク
『
神
の
刻
印
』（
凱
風
社
）
な
ど
。

2005年1月17日（月）～26日（水）543,000円
2005年4月11日（月）～20日（水）近日発表
アディスアベバ①→ゴンダール②→バハルダール①→ラリベラ②→
アクスム①→アディスアベバ①→機中泊
◇数千年前の伝統や文化がいまなお生きている神秘の国エチオピア。
1月のコースはエチオピア正教最大の祭り「ティムカット」の時
期。現代と古代の融合する儀式をたっぷり見学
◇ラリベラの岩窟教会、ゴンダール、3千年をさかのぼる古都で、
モーゼの十戒の石版をおさめたアーク（契約の箱）が安置されて
いるとされるアクスムなど、エチオピアならではの世界文化遺産
を訪ねる旅
◇ナイルの水源、多様な民族のるつぼ、人類が誕生し、現代にも生
きる文化・文明を持つ国を作家田中真知さん、早川千晶さんの同
行、解説で訪ねる旅。

2004年10月24日（日）～31日（日）398,000円
機中泊①→アンボセリ①→ナイロビ①→マサイマラ③→機中泊①
◇ゾウやキリン、ヌーなどがサバンナの草をはみ、その背景に雄大
なキリマンジャロが広がるアンボセリ国立公園に滞在
◇400万年前の太古の地球の姿を残すと言われ、変化に富んだ地形
をもつマサイマラ国立保護区。ビッグファイブなど野生動物の種
類も数ももっとも多く、10月にはタンザニアのセレンゲティをめ
ざすヌーの大移動も。
◇マサイマラではキチュワテンボに3連泊。ケニア人の自立支援に
も力を入れる高級ロッジ。快適なリゾートで、ゆったりとした至
福の休日を。
◇ガイドは故小倉寛太郎
さん指名のベテラン。
『沈まぬ太陽』の世界
へ、最高の水先案内人

2005年1月7日（金）～16日（日）478,000円
2005年2月4日（金）～13日（日）478,000円
機中泊①→アルーシャ①→タランギレ①→ンゴロンゴロ②→セレン
ゲティ②→アルーシャ①→機中泊①
◇巨大なクレーターの中に広がる動物たちの楽園ンゴロンゴロ、「果
てしない平原」を意味するセレンゲティ国立公園。2つの世界遺
産をゆったり、たっぷり訪ねます。
◇1月、2月はヌーの大群がセレンゲティに来ている時期。300万
頭の大型ほ乳類、ビッグファイブなど130種類以上の野生動物た
ちと出会う最高の時期。
◇人類発祥の地とも言われ
るオルドバイ渓谷。人類
最古の猿人に属するアウ
ストラロピテクスの人骨
が発見された渓谷を観光
◇ガイドは故小倉寛太郎さ
ん指名のベテラン。『沈
まぬ太陽』の世界へ、最
高の水先案内人

日時：2004年10月9日（土）午後1時～4時　
場所：横浜にぎわい座小ホール（横浜市桜木町）
参加費：一般1,500円　学生1,000円
内容◇早川千晶さんの講演（ナイロビ在住15年のフリーライター）
◇アフリカ音楽バンド　ブルゲンゲによる太鼓とカリンバの演奏　

柳
　
貞
順
　
女
史
の
略
歴

一
九
七
三
年
ソ
ウ
ル
大
学
家
庭
大
学
衣

類
学
科
卒
業
、
一
九
八
八
年
ア
メ
リ
カ

F
A
IR
L
E
IG
H
D
IC
K
IN
S
O
N

大
学

卒
業
、
一
九
九
二
年
韓
国
・
東
国
大
学

大
学
院
修
士
課
程
終
了
、
一
九
九
六
年

同
大
学
博
士
課
程
終
了
。（
現
在
）
韓

国
貧
困
問
題
研
究
所
所
長
・
福
祉
連
合

新
聞
　
客
員
論
説
委
員
な
ど
。

七
月
一
八
日
東
京
で
開
か
れ
た
講
演
会
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。
講
師
は
柳
　
貞
順
（
リ
ュ
ウ
　
ジ
ョ
ン
ス
ン
）
韓
国
貧
困
問
題
研
究

所
所
長
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
お
話
で
、
終
了
後
、
ぜ
ひ
韓
国
を
訪
問
し
て
交
流
し
よ
う
と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲
▲
▲
韓
国
の
国
民
基
礎
生
活
保
障
法
▼
▼
▼

編
集
委
員
会

◎参加ご希望の方は9月17日までに担当・小関までご連絡ください。
◎大阪の写真交歓会は9月23日を予定しております。

当社の「ヨーロッパ・アルプス、春のドイツ・
アルプス最高峰と中世の古城を巡る旅、ニュー
ジーランドトレッキング、屋久島、利尻・礼文、
白神の自然の旅」にご参加された皆様の「写真
コンテスト」を実施させていただくことになり
ました。今年ツアーにご参加された方はもちろ
ん、過去にご参加された方や、自然の旅行にご
興味のある方など、どなたでもお越しいただき、
楽しい一時をお過ごしいただきたいと思います。
是非ご参加ください。

◆ 写 真 コ ン テ ス ト 応 募 要 項 ◆
◇サイズ◇
旅行中、撮影された作品を2Ｌサイズ2枚まで

◇郵送期間◇
9月15日消印で、担当：小関まで

◇入賞者発表◇
当日、ご参加いただいた皆様の審査により発表。写
真は当日、会場に展示させていただきます。入賞者
上位5名様には素敵な賞品を進呈いたします。

日時 9月25日(土)13：30～16：00

会場 西武新宿駅前　鍋茶屋6Ｆホール

会費 2,000円

（軽食を用意いたします。飲食物持ち込み大歓迎です。）



2004年８月15日（６） いい旅いい仲間 第25号　

北
の
海
で
育
ま
れ
る
「
利

尻
昆
布
」。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ヨ

ウ
素
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊

富
。
こ
れ
ら
栄
養
成
分
は
骨

粗
鬆
症
や
高
血
圧
、
脳
卒
中

を
予
防
し
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
の
栄
養
に
も
な
り
ま
す
。

食
物
繊
維
も
多
く
成
人
病
予

防
の
味
方
で
す
。
利
尻
昆
布

は
、
だ
し
昆
布
。
利
尻
昆
布

は
味
づ
く
り
と
健
康
を
守
る

力
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

で
北
の
海
に
育
っ
た
利
尻
昆

布
、
食
べ
ま
し
ょ
う
。

天
日
干
し
「
利
尻
昆
布
」

完
全
天
日
塩
「
美
味
海

う

ま

み

」

最
近
で
は
自
然
塩
と
称
さ

れ
る
商
品
が
多
数
出
回
っ
て

い
ま
す
が
、
大
半
は
輸
入
し

た
原
塩
に
ニ
ガ
リ
（
中
国
産
）

を
加
え
て
溶
か
し
、
釜
で
煮

て
再
結
晶
さ
せ
た
も
の
で
す
。

土
佐
の
「
美
味
海
」
は
、

高
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
噴
霧
型

ネ
ッ
ト
式
海
水
濃
縮
設
備
を

使
用
、
太
陽
熱
で
ゆ
っ
く
り

と
自
然
結
晶
さ
せ
た
完
全
天

日
塩
で
す
。
高
価
で
す
が
最

高
の
自
然
塩
と
し
て
推
薦
し

ま
す
。

沖縄県国頭村国頭村字奥1280番地の１
ＴＥＬ：0980-50-4141 ＦＡＸ：0980-50-4133
http://www.vill.kunigami.okinawa.jp/okuyanbaru/
Ｅ－mail:chanooku@mocha.ocn.ne.jp
空港より国道58号線にて約100ｋｍ
●自家用車・レンタカー利用　約135分
●沖縄自動車道利用　那覇 I.C ～ 許田 I.C 約60分
●路線バス利用　那覇 ～ 名護 ～ 辺土名 ～ 奥

中央部を奥川が流れる緑と清流に囲まれた自然豊かな国頭村奥には、ノグチゲラやヤンバルクイナ
も生息します。交流館には展示室もあり、奥の人々の社会、歴史・文化を知ることができます。
また、当時の面影を残した木造瓦づくりの宿泊施設は、自然に囲まれた中、小川を目の前に点在し
ており、自炊が楽しめるよう台所も設置してあります。

当社推薦の 宿 

奥ヤンバルの里

濃
縮
工
程

結
晶
工
程

海
水
を
濃
縮
す
る
た
め
に
二
つ
の
カ

ン
水
装
置
が
あ
り
ま
す
。

←ネット架式カン水装置
高さ6ｍのやぐらを組み、ネッ
トを張り巡らせて高所から海
水を噴霧し、循環させます。

ハウス式噴霧装置→
当会独自の装置で、夏場（5～
9月）の太陽熱を利用して水分
を蒸発させる装置です。

約260枚の結晶皿に入れられたカン水は、
やさしく揉みほぐすことにより、味もま
ろやかに粒の細かな塩ができあがります。

カン水装置で5～6倍に濃縮され
た海水［カン水］は結晶ハウス
内でゆっくり結晶していきます。

有楽町 交通会館Ｂ1  
ゴールドサロン

11月21日（日）

午後3時～午後6時 ＜特別公開＞

11月22日（月）～26日（金）

午前10時～午後6時
11月27日（土）

午前10時～午後5時

◆5～50号の約50点が展示されます。

会場

日時

１

２３

４

５６

「利尻昆布」
①天然化粧箱（500g）3,500円
②二番切30cm切（150g）830円
③天然一番切（150g）1,000円
④天然一番切（300g）1,850円
⑤利尻一番切（300g）1,500円
⑥二番切16cm切（230g）1,150円
◎一番切=昆布の根の方から切った
もので、栄養分が最も高い製品。

◎二番切=一番切の残りを使用した
製品。

購入先
吉田水産
〒097-0101 北海道利尻郡
利尻富士町鴛泊字本泊
Tel・Fax：01638-2-1703
代表　吉田　敏

完全天日塩「美味海」
2.5kg・6,000円（500g×5袋）

購入方法
電話、ファックス、はがき
で、お名前、住所、電話番
号、商品のお届け先、商品
と数量をお知らせ下さい。
お支払いは郵便振替（後払
い）です。送料別。

購入先
生命
いのち

と塩の会
〒789-17
高知県幡多郡佐賀町佐賀34
Tel・Fax：0880-55-3402
（Tel受付：月～金

AM9：30～AM12：00）

利
尻
富
士
町
　
工
藤
　
等

小
樽
市
　
芝
垣
之
臣

八
森
海
鮮
紀
行
の
鮮
魚

「アンコウ」
2kg・5,000円

「ハタハタ」
メス・2kg・4,000円
オス・2kg・2,400円
混み・2kg・3,500円

「マダラ」
オス・2kg・4,000円

購入方法

八森海鮮紀行
電話：0120-81-4137
（Tel受付：月～金　AM9時～PM4時）

ファックス：0185-77-3387
（商品名、数量、金額、氏名、住所、
電話番号・メールアドレスを記入し
てください。）

秋
田
県
藤
里
町
　
斎
藤
栄
作
美

白
神
山
地
の
湧
水
で
育

っ
た
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
採

れ
た
て
の
旬
の
魚
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
全
国
に
知

ら
れ
た
八
森
産
ハ
タ
ハ
タ

は
冬
の
食
べ
物
が
少
な
く

な
る
時
期
に
漁
獲
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
神
が
授
け
て

く
れ
た
魚
と
い
う
意
味
で

「
鰰
」
と
も
書
か
れ
、
焼

い
て
も
鍋
に
し
て
も
美
味

し
い
で
す
。
ま
た
、
冬
は

や
っ
ぱ
り
タ
ラ
鍋
。
季
節

の
野
菜
と
一
緒
に
食
べ
て

く
だ
さ
い
。

ハタハタ
全国に知られた
八森産ハタハタ
（12月限定）

マダラ
冬はやっぱりタラ鍋。
季節の野菜と一緒に。
（12月～2月）

アンコウ
鍋通にはこたえられない
アンコウ鍋、アンキモ。
（9月～12月）
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初
め
て
の
ロ
ー
マ
へ
の
旅

平
　
修

四
月
定
年
退
職
後
に
、
友
人
の

い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
四
泊
と
ロ
ー

マ
で
五
泊
の
旅
を
妻
と
と
も
に
し

た
。ロ

ー
マ
市
内
を
三
日
間
歩
い
た

が
、
千
年
以
上
も
の
間
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
も
と
よ
り
西
ア
ジ
ア
か
ら
北

ア
フ
リ
カ
ま
で
を
広
大
な
領
土
と

し
て
支
配
し
、
古
代
世
界
に
君
臨

し
た
ロ
ー
マ
帝
国
の
姿
と
と
も
に
、

十
四
世
紀
に
は
じ
ま
る
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
を
経
た
歴
史
が
複
合
的
に
い

た
る
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
る
姿

に
感
動
し
た
。

五
万
人
収
容
の
円
形
闘
技
場

「
コ
ロ
ッ
セ
オ
」
か
ら
、
古
代
ロ
ー

マ
帝
国
の
心
臓
部
「
フ
ォ
ロ
・
ロ

マ
ー
ノ
」
と
、
名
だ
た
る
観
光
名

所
「
真
実
の
口
」、「
ト
レ
ヴ
ィ
の

泉
」、「
ス
ペ
イ
ン
広
場
」
へ
と
石

畳
の
道
を
歩
き
通
し
た
。
そ
し
て
、

入
場
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
「
ヴ

ァ
チ
カ
ン
美
術
館
」
で
は
、
特
に

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
礼
拝
堂
に
あ
る

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
絵
画
に
は
圧

倒
さ
れ
た
。

教
訓
の
一
、
歴
史
深
い
街
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
事
前
の
勉
強
と
適
当

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
の
）
の
持

参
が
必
要
。

教
訓
の
二
、
石
畳
を
歩
く
に
は
、

履
き
な
れ
た
靴
底
の
柔
ら
か
い
シ

ュ
ー
ズ
が
ベ
ス
ト
。

教
訓
の
三
、
海
外
で
は
特
に
そ
う

だ
が
「
親
子
連
れ
の
ス
リ
」
に
注

意
。
初
日
に
地
下
鉄
車
内
と
街
を

歩
い
て
い
て
、
二
度
も
親
子
連
れ

の
ス
リ
に
遭
遇
。

教
訓
の
四
、
ロ
ー
マ
の
ガ
イ
ド
さ

ん
い
わ
く
「
Ｅ
Ｕ
統
合
と
ユ
ー
ロ

で
毎
年
の
よ
う
に
物
価
が
値
上
が

り
し
て
お
り
、
本
当
に
大
変
だ
」

と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
買
っ
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
地
下
鉄
料
金
〇

、
七
七
ユ
ー
ロ
が
一
ユ
ー
ロ
に
、

ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
入
館
料
も
一

〇
か
ら
十
二
ユ
ー
ロ
に
値
上
が
り

だ
。
食
事
を
し
て
も
日
本
と
変
わ

ら
ぬ
料
金
だ
と
実
感
し
た
。「
物
価

は
高
い
」。

教
訓
の
五
、
個
人
旅
行
で
あ
っ
た

の
で
郊
外
へ
の
旅
は
「
日
本
語
ガ

イ
ド
つ
き
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
利
用
し
た
が
、
な
か
な
か
快
適

で
あ
っ
た
。
一
日
は
「
聖
サ
ン
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
」
を
生
ん
だ
町
ア

ッ
シ
ジ
。
朝
ホ
テ
ル
で
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
さ
れ
集
合
地
へ
行
く
と
、
十

数
名
の
う
ち
日
本
人
は
我
々
二
人

だ
け
だ
が
、
日
本
人
ガ
イ
ド
が
き

っ
ち
り
つ
い
て
く
れ
た
。
昼
食
時

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
た
三
姉
妹
（
七

〇
歳
前
後
の
）
と
親
し
く
な
り
、

帰
国
後
写
真
を
送
っ
た
が
「
イ
タ

リ
ア
は
歴
史
が
古
く
、
非
常
に
感

慨
深
い
も
の
で
、
も
う
一
度
行
き

た
い
」
と
、
手
紙
と
メ
ー
ル
で
便

り
が
届
い
た
。
こ
う
し
た
交
流
も

個
人
旅
行
な
る
が
ゆ
え
か
な
と
も

思
っ
た
。

そ
し
て
、
私
も
ま
た
訪
れ
た
い

国
が
一
つ
増
え
た
。
近
い
う
ち
に

ま
た
訪
れ
た
い
と
の
意
を
強
く
し

て
い
る
。

2005年 1月12日（水）～ 1月 20日（木） 345,000円
2005年 2月 9日（水）～ 2月 17日（木） 347,000円
2005年 3月 9日（水）～ 3月 17日（木） 365,000円
ローマ②→フィレンツェ②→トスカーナのアグリツーリズモ（田園
ホテル）③
◇ローマからルネサンス芸術の宝庫フィレンツェへ。トスカーナの
小さな町村を訪ね、アグリツーリズモの宿に３連泊。ゆったり、
たっぷりイタリアの魅力を満喫。
◇近年注目されるアグリツーリズモ。アグリ（農業）とツーリズモ
（旅）をあわせた造語。イタリアの自然、家庭的なもてなしなど
新しいスタイルの休日をお楽しみ下さい。
◇ローマのバチカン美術館、ウフィッツィ美術館などフィレンツェ
のルネサンス芸術の数々、オペ
ラや音楽会、アグリの宿ではト
リュフ狩りとイタリア料理教
室・・・。冬なればこそのイタ
リアざんまい。芸術と素晴らし
い料理の数々、人とのふれあい
が満載

2004年10月 4日（月）～10月 13日（水） 368,000円
2004年10月13日（水）～10月22日（金） 365,000円
2005年 3月14日（月）～ 3月 23日（水） 334,000円
2005年 3月23日（水）～ 4月 1日（金） 336,000円
2005年 4月13日（水）～ 4月 22日（金） 338,000円
2005年 5月11日（水）～ 5月 20日（金） 353,000円
フィレンツェ②～キャンティ地方の農家の経営する宿や100年以上
前に建造された古城④～シエナ②
●3日間の田舎のウォーキング
●ホテルはアグリツーリズモ（農園民宿）やヒストリカルホテルを
利用します。
●芸術と歴史の薫るフィレンツェとシエナを訪問します。

日程：10月20日（水）～26日（火）
定員：20名（最低実施人員12名）
料金：358,000円

◇食の安全を大事に、地場の食材と伝統的な料理を守ろうというス
ローフード運動とスローなライフスタイル。いま日本でも大変注
目されています。食の祭典では、広い展示会場に様々なコーナー
を設け、実際に試食・試飲することもできます。
◇あわせて、スローフード運動に参加するアグリツーリズモ（農園
民宿）に宿泊し、伝統的な郷土料理と地場のワインを堪能します。
①成田空港発、空路トリノ経由でピエモンテのアスティへ②③終日、
スローフード協会が主催するサローネ・デル・グストに参加。味の
ワークショップなど④紅葉のブドウ畑の丘陵を縫って、古城とワイ
ンセラー巡り。古城でのワインテイスティング⑤スローフード協会
会員のアグリツーリズモで、郷土料理とワインを堪能⑥トリノ発空
路帰国へ⑦成田空港着

昨
年
、
酷
暑
だ
っ
た
フ
ラ
ン

ス
か
ら
今
年
は
「
朝
夕
は
上
着

を
き
な
い
と
寒
い
く
ら
い
で
す
」

と
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
広
い
範
囲
が
、
日

本
と
ま
る
で
正
反
対
の
今
夏
の

様
子
で
す
。

東
京
で
は
三
九
・
五
度
と
い

う
猛
暑
に
加
え
て
、
ビ
ル
群
や

住
宅
街
、
膨
大
な
量
の
車
か
ら

出
る
排
熱
で
、“
ヒ
ー
ト
・
ア
イ

ラ
ン
ド
”
現
象
。
さ
ら
に
、
突

然
の
集
中
豪
雨
な
ど
。「
映
画
・

デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ

ー
の
よ
う
に
な
る
の
か
な
あ
」

と
娘
が
心
配
す
る
の
も
分
か
り

ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
八
月
一
五
日

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
は

い
よ
い
よ
戦
後
六
〇
年
を
迎
え

ま
す
。
あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
反

省
の
も
と
に
生
ま
れ
た
憲
法
を

憎
み
、
今
ま
た
歴
史
を
後
戻
り

さ
せ
よ
う
と
た
く
ら
む
勢
力
が

の
さ
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

口
先
で
は
“
地
球
に
や
さ
し

い
”
と
い
い
な
が
ら
、
利
益
の

た
め
な
ら
地
球
環
境
の
破
壊
も

省
み
な
い
財
界
、“
世
界
平
和
に

貢
献
す
る
”
と
い
い
な
が
ら
、

人
々
の
く
ら
し
や
し
あ
わ
せ
も

踏
み
に
じ
り
、
ふ
た
た
び
戦
争

へ
の
道
を
ひ
た
走
ろ
う
と
た
く

ら
む
政
界
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
富
士
国
際

旅
行
社
は
こ
の
秋
、
創
業
四
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

弊
社
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
と
と
も
に
、“
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｅ
、
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
、
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
”
の
旗
を
一
層
高
く

掲
げ
て
、
こ
の
時
代
を
乗
り
越

え
る
楽
し
く
、
有
意
義
な
企
画

づ
く
り
に
邁
進
す
る
決
意
で
す
。

引
き
続
き
ご
愛
顧
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｍ
Ｋ
）

ローマ

記録映画『白神の夢』
～森と海に生きる～

地球の創生からミジンコまで
白神山地の麓、青森県との県境に位置する秋

田県八森町の小学生たちが、映画の中で自分た
ちが生活する白神山地についてのさまざまなこ
とを学んでいく。白神山地に存在するすべての
もの。それはブナであり土であり酵母菌であり、
日本海である。白神山地の歴史。それは地球の
誕生から永い永い年月を得て培われた自然の不
思議である。白神に生きる人。白神に魅せられ
てしまった人。白神に関わるたくさんの人間た
ちを通し、彼らは白神山地の魅力をどんどんと
見出していく。一つ一つ発見する度に輝く小学
生たちの笑顔が、観終わったあと何よりも深く
印象に残る。描かれたのは子どもたちだが、映
画を通して白神山地に生きる人々の生活そのも
のを感じることが出来た。200分という時間を
フルに使い、実に多種多様な角度から白神山地
の様子が描かれている。「知ることの喜び」を
素直に感じることの出来る素晴らしい映画であ
る。地域・学校などでの自主上映会が各地で行
われています。

●お問い合せ先

「白神の映画をつくる会」代表：山下勉

電話：03-5958-2627

携帯：090-2558-1492まで。

※8月28日（土）都内で試写会、12月都内
で自主上映会を予定しています。
●詳細は富士国際旅行社・原沢まで。

観
光
客
が
た
え
な
い
ト
レ
ヴ
ィ
の
泉

オーストラリア人　カーメル・ハワードさんと
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昨
年
秋
「
草
の
根
の
民
衆
の
歌

の
交
流
を
実
現
し
、
と
り
わ
け
ア

ジ
ア
の
音
楽
運
動
の
ゆ
る
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
」
と

韓
国
の
音
楽
人
協
会
と
も
連
絡
を

と
り
あ
い
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
の

音
楽
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
、

う
た
ご
え
運
動
、
労
音
運
動
が

「
民
衆
の
う
た
の
交
流
と
連
帯
」
を

か
か
げ
、
国
際
連
帯
運
動
を
推
進

し
て
い
る
日
本
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
（
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
連
帯
委
員
会
）
と
連
携
し
て
行

事
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
企
画
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

二
一
世
紀
に
入
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
を

中
心
と
し
た
政
治
、
経
済
、
安
全

保
障
な
ど
の
条
約
や
宣
言
、
共
同

体
づ
く
り
が
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
で
、

民
衆
レ
ベ
ル
の
交
流
や
連
帯
が
と

て
も
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ア

ジ
ア
の
年
と
い
わ
れ
、
商
業
レ
ベ

ル
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
で
す
ね
。
ひ
と
く
ち
に
ア

ジ
ア
と
い
っ
て
も
一
〇
ヵ
国
以
上

あ
る
ん
で
す
ね
。
す
べ
て
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
し
、
公
演

の
時
間
配
分
も
あ
る
の
で
、
三
〜

四
ヵ
国
に
し
ま
し
た
。
各
国
内
で

民
衆
の
う
た
、
抵
抗
の
う
た
、
働

く
者
の
う
た
な
ど
を
歌
い
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
人
を
選
出
し
、
交

渉
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
抵
抗
運
動
の
歌
の
第
一
人
者

で
あ
る
イ
ワ
ン
・
フ
ァ
ル
ス
氏
も

名
前
が
あ
が
り
ま
し
た
が
、
都
合

が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
終
的

に
は
日
本
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
か
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
、
日
本
の
う
た

ご
え
全
国
協
議
会
、
東
京
労
音
の

三
団
体
が
初
め
て
共
同
で
取
り
組

み
、
二
一
世
紀
の
い
ま
ア
ジ
ア
の

民
衆
の
音
楽
（
う
た
）
の
交
流
と

連
帯
、
平
和
を
考
え
て
い
こ
う
と

い
う
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
、
う
た

ご
え
祭
典
の
一
環
と
し
て
十
一
月

二
一
日
に
、
東
京
で
は
二
四
日
に

開
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々

に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

2005年1月5日（水）～15日（土） 295,000円
成田・関西空港発→デリー②→車中①→コルカタ（カルカッタ）②
→シリグリ①→ダージリン②→デリー①→成田・関西空港着
＜旅の魅力＞
★世界一美しい霊廟、世界遺産のタージマハールとアグラ城を見学、
インドの深い歴史と文化を堪能します。
★インド東北部のデリー、コルカタ、ダージリンを鉄道で巡ります。
この時期は乾季で旅のベストシーズンです。
★世界遺産に指定されている、ダージリンヒマラヤ鉄道に全線乗車！
トンネルがないため車窓風景が満喫できます。
★デリーでは、インド鉄道労働組合を訪問。インド鉄道の現状につ
いて直接お話を伺います。またデリー駅や、デリー鉄道博物館も
見学します。「銀河鉄道の旅」ならではの企画です。

★夜行特急ラジダニー号でデリーからコルカタへ、シャタブディエ
クスプレスでアグラからデリーへ、インド唯一の地下鉄などに乗
車するチャンスもあります。

10月30日（土）～11月3日（水／祝）145,000円　
北京滞在5日間
＜旅の魅力＞
★北京景山公園などで市民が集う野外うたごえに参加・交流。また、
市民合唱団との交歓会も予定しています
★北京の家庭を訪問して本場の餃子づくりを体験、市民の生活にふ
れることができます
★広大な故宮博物院、天安門広場、万里の長城も見学します
★艶やかな京劇や中国少数民族舞踊特別公演を鑑賞
★盧溝橋抗日紀念館を
見学し、日中不再戦
を学びます

2004年11月22日発　315,000円
2004年12月27日発　380,000円
2005年 3月21日発　335,000円
★「カルタゴ遺跡」「古代ローマ遺跡」をはじめとする世界文化遺産
を見学します。
★観光列車レザールージュに乗り、セルジャ渓谷へ
①午後成田発5深夜チュニス着＜チュニス2泊＞②終日モザイク
コレクションで有名なバルドー美術館見学など③午前カルタゴ遺跡
見学＝ビュルサの丘、アントニヌス帝の大浴場6ザグーアンのロ
ーマ水道橋見学6カイラワン着＜カイラワン2泊＞④午前イスラ
ムの聖地カイラワン見学＝グランモスク、シディサバブモスク、ア
グラブ朝の貯水池など6午後エル・ジェムの古代ローマ円形劇場
見学6カイラワン着⑤午前カイラワン発6スペイトラのロー
マ・ビザンチン遺跡群見学7サハラ砂漠のオアシスの町タメルザ
へ＜タメルザ泊＞⑥午前タメルザ発 4WDでミデス渓谷見学6

塩湖ショット・エル・ジェリドを横断6ドゥ―ズ着＜ドゥ―ズ
泊＞⑦午前ドゥ―ズ発6途中、ベルベル人穴居住宅の村マトマタ
見学6リゾート地ジェルバ島着＜ジェルバ2泊＞⑧午前ジェルバ
島内見学＝シナゴーグ　午後：自由行動⑨午前ジェルバ発5＜機
中泊＞⑩夕刻成田着

問い合わせ先：日本ＡＡＬＡ「アジアの風」係
TEL：03-5363-3470 FAX：03-3357-6255

普天間かおり
（日本、シンガー・ソングライター）
1991年デビュー。アニメのテーマソングを中
心に活躍。沖縄への想いを綴ったアルバム
「真南風」「14粒の愛のしずく」など。

シュイ・クゥ（許可）
（中国、国際的二胡奏者）
1999年ルイジアナ州立大客員教
授になる。2003年カーネギーホ
ールでデビュー。

ビーク・ホーン
（ベトナム、歌手）
ホーチミン市音大で学ぶ。1998
年音楽マスターを取得。ホーチ
ミン市音大教授、同市合唱団ソ
リスト。

11月24日（水）
18：30～　五反田ゆうぽうと　
指定席：5,000円　自由席：4,000円

東 京 公演

ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　

藤 本 了 江 さ ん の （

（

q干し椎茸を水で戻し、軸をとってお

く。じくを取っておく。
w中華鍋にサラダ油を入れ、qの椎茸

をまるのまま炒め、塩で味つけし、皿

に取る。
e鍋にサラダ油を足して、チンゲン菜

を炒め、塩で味つけし、wの椎茸を戻

してさっと炒めて盛りつける。

材料（4人分）

連載25
かもがわ出版「家庭でできるエスニック料理」より

中　国 青菜炒香茹
チンツァイツァーシャアンクウ

（チンゲン菜と椎茸の炒めもの）

小室　等
（日本、シンガー・ソングライター）
1968年フォークグループ「六文銭」を結成。1972
年「出発の歌」（上條恒彦と六文銭）が第２回世
界歌謡祭でグランプリを獲得。現在はコンサート
活動を中心に、テレビドラマやミュージカルの音
楽、エッセイの執筆など幅広いジャンルで活躍。

チンゲン菜‥‥‥‥‥‥（大株）2個

干し椎茸‥‥‥‥‥‥‥（大）16枚

塩・サラダ油‥‥‥‥‥‥‥‥各少々

お
　
話：

滝
本
英
市
さ
ん
（
日
本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
事
務
局
長
）

聞
き
手：

広
田
彰
夫
（
富
士
国
際
旅
行
社
・
営
業
部
二
課
）

キム・ウォンヂゥン（金元中）
（韓国、フォーク歌手）
1987年南北統一問題を歌った
「ジンニョエゲ（直女へ）」を発
売以来現在まで、韓国の情緒と
民族的な歌を歌い続ける。80年
の光州事件を体験したことから、
光州の精神（自由・民主・人権）
を歌う民衆歌手として活躍。

日本AAL
A後援

シディ・ブ・サイド


